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地域生活支援拠点の整備に関するアンケート結果 

 

 

１ 調査内容 

  地域生活支援拠点に必要とされる５つの機能（①相談、②体験の機会・

場、③緊急時の受入れ・対応、④専門性、⑤地域の体制づくり）についてそ

れぞれ担う機能の有無及び担うことができるか（意向）のアンケート調査を

実施（令和３年 12 月から令和４年１月）。 

 

２ 結果 

 （１）全体 

アンケートは市内９７法人２２３事業所にメールで送付。回答があった

法人（事業所）数は下記のとおり。 

  

 

 

 

 

（２）機能の有無 

現在、各事業所に、拠点に必要とされる５つの機能があるかを調査した 

もの。 

 

 

 

    

 

 

 

 

（３）意向 

今後、各事業所において、拠点に必要とされる５つの機能を担うことが 

できるかを調査したもの。５つの機能全て受入れ可と回答したのは１０法 

人（事業所）であった。 

 法人数 事業所数 

送付 ９７法人 ２２３事業所 

回答 ６１法人 ８８事業所 

回答率 ６２．９％ ３９．５％ 

 機能 有り 無し 

① 相談 ３０事業所 ４３事業所 

② 体験の場・機会 ３３事業所 ４０事業所 

③ 緊急時の受入・対応 １４事業所 ５９事業所 

④ 専門性 １８事業所 ５５事業所 

⑤地域の体制づくり ９事業所 ６４事業所 
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（４）意見等 

その他、地域生活支援拠点についての意見を募ったもの。 

【主な意見】 

・受入れについては、新型コロナウイルスの感染状況や、人員の体制を踏 

まえ可能な場合に限る。 

・一施設や法人だけでは、障がい者やその家族に対する相談・支援は不十 

分と考えております。これまで本施設では、法人内のケアマネや他行政 

区からの相談等にも応じてまいりました。そうした経験から障がい福祉 

の専門家ばかりでなく、地域全体で「困っている人」の相談・支援がで 

きる地域生活支援拠点を期待します。 

・地域生活支援拠点を考えた時に、八戸市の障害福祉サービス事業所のみ 

で対応することが可能であるか不安があります。もしも、面的整備を検 

討しているならば、八戸圏域という視点で障害福祉圏域でのサービス調 

整が可能になるよう広域連携の仕組みが必要になるのではないでしょう 

か。各法人で得意な支援（障害）があると思いますので、その分野を割 

り振っていただければ拠点の整備にご協力しやすいと思います。 

・現在は全く体制が整っていませんが、いずれ担い手となりたいとは考え 

ています。 

・今後相談支援やグループホームなど事業展開していった時に協力に応じ 

れるように対応していく意向。 

・緊急時の受入れ対応となると、人材の確保、リスクを考えると難しい。 

特に医療的ケアが必要な方、行動障害を有する方等、24 時間体制で安全 

に見守る体制を整えることは困難。 

        

 機能 可 不可 

① 相談 ３３事業所    ４０事業所 

② 体験の場・機会 ３９事業所 ３４事業所 

③ 緊急時の受入・対応 ２０事業所 ５３事業所 

④ 専門性 ２１事業所 ５２事業所 

⑤ 地域の体制づくり ２４事業所 ４９事業所 


